
同
病
院
の
運
営
に
就
て
は
開
拓
使
が
大
学
東
校
に
相
談
し
て
医
員
官
等
を
定
め
、
大
学
中
助
教
馬
島
春
庭
（
讓
）
を
一
等
医
に
任
じ
院
務
を

（
ソ
】
）

掌
握
さ
せ
た
。
明
治
三
年
閏
十
月
（
陰
暦
）
函
館
病
院
は
大
学
東
校
所
属
と
な
り
、
北
海
道
全
道
各
病
院
を
統
轄
し
た
。
同
四
年
七
月
院
舎
を

（
？
】
）

愛
宕
町
に
新
築
移
転
し
、
同
年
十
一
月
大
学
東
校
を
離
れ
て
開
拓
使
直
轄
に
復
帰
し
た
。

藤
田
の
著
書
よ
り
引
用
す
る
と
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
黒
田
清
隆
ら
に
よ
り
函
館
の
幕
府
軍
が
鎮
圧
さ
れ
る
と
、
同
年
に
明
治
政
府
は
（
北

（
１
）

海
道
）
開
拓
使
を
設
置
し
、
本
庁
を
札
幌
に
設
立
し
た
が
、
医
学
と
医
療
の
中
心
地
は
函
館
で
あ
っ
た
。

さ
き
に
幕
府
脱
走
軍
は
箱
館
府
民
病
院
を
設
立
し
た
が
、
之
を
引
継
い
で
開
拓
使
直
営
の
中
心
病
院
と
し
て
官
立
函
館
病
院
が
明
治
二
年

著
者
の
祖
父
石
崎
鼎
吾
は
函
館
医
学
校
に
官
費
生
徒
と
し
て
入
学
し
、
ノ
ー
ト
・
日
記
そ
の
他
の
資
料
を
残
し
て
い
る
の
で
、
関
係
文
献

を
参
考
に
し
て
同
医
学
校
の
実
態
の
一
部
を
解
明
す
る
。

一
叩
ム
｝

ダ
、

に
発
足
し
た
。

諸一
、
函
館
医
学
校
設
立
ま
で
の
経
過

函
館
医
学
校
記
録
（
生
徒
資
料
よ
り
）

一
三
口

憩
誰
蓉
灘
葬
哩
篭
灌
平
成
六
年
一
月
七
日
受
付

石

崎

達

1月R
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黒
田
清
隆
ら
は
米
国
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
と
議
し
て
政
府
要
人
の
一
人
で
あ
る
ケ
プ
ロ
ン
を
北
海
道
開
拓
使
顧
問
に
迎
え
、
同
氏
は
明
治
四

（
１
）

年
四
月
二
八
七
二
に
顧
問
団
を
率
い
て
着
任
し
た
。

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
顧
問
団
に
参
加
し
、
ケ
プ
ロ
ン
の
秘
書
兼
外
科
医
と
し
て
明
治
五
年
四
月
（
一
八
七
二
）
二
十
八
歳
で

（
１
）

来
日
し
、
函
館
病
院
外
科
部
長
に
着
任
し
た
。
彼
の
雇
用
期
間
は
明
治
七
年
十
一
月
（
一
八
七
四
）
ま
で
で
あ
る
。

函
館
医
学
校
は
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
希
望
に
よ
り
実
現
し
た
。
従
っ
て
函
館
医
学
校
は
明
治
五
年
八
月
（
一
八
七
二
）
に
発
足
し
、
彼
の
離
任

と
共
に
終
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
医
学
校
は
彼
一
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
。
彼
は
同
時
に
病
院
の
改
良
、
設
計
、
運
営
な
ど
に
つ
い
て

月
曜
よ
り
土
曜
ま
で
、
毎
日
午
後
二
時
間
ず
つ
各
課
を
講
義
し
、
余
課
と
し
て
生
徒
の
学
力
に
応
じ
て
毎
朝
八
時
よ
り
九
時
に
究
理
書
や

文
典
を
学
ば
せ
、
十
時
～
午
後
二
時
ま
で
治
療
を
見
学
さ
せ
、
夜
間
原
書
の
輪
読
を
し
て
い
た
。
ま
た
外
科
部
長
と
し
て
診
療
及
び
手
術
を

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
函
館
病
院
か
ら
の
提
出
書
類
で
は
官
費
生
九
名
、
自
費
生
六
名
、
通
学
生
二
名
計
十
七
名
と
な
っ
て
い
る
が
後
述
帽

鼎
吾
（
生
徒
取
締
拝
命
）
の
記
録
で
は
二
十
名
で
あ
る
。

本
多
公
敏
は
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
講
義
を
通
訳
し
た
医
師
で
、
彼
の
著
書
「
近
世
医
説
」
の
訳
者
で
も
あ
る
が
、
彼
の
記
録
で
は
講
義
日
程

一
や
１
１
｝

功
績
を
残
し
て
い
る
。

（
ワ
》
）

藤
厚
の
四
名
で
あ
る
。

一
㎡
砧
旦

「
１
，
）

し
て
い
る
。

（
３
）

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
４
）

鈴
木
要
吉
の
「
明
治
十
年
前
後
の
日
本
医
学
界
」
に
は
開
拓
使
庁
御
雇
教
師
函
館
医
学
校
教
授
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
と
あ
る
。

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
明
治
七
年
十
一
月
に
函
館
病
院
を
満
期
辞
任
し
て
い
る
が
、
石
崎
鼎
吾
は
明
治
八
年
春
（
後
述
）
函
館
地
方
の
種
痘
巡
回

に
約
五
十
日
間
従
事
し
、
そ
の
後
父
の
重
病
で
帰
郷
し
、
そ
の
死
亡
と
家
族
の
事
情
に
よ
り
、
開
拓
使
長
官
黒
田
清
隆
宛
に
中
途
退
学
願
を

当
時
の
医
官
は
馬
島
讓
・
深
瀬
鴻
堂
・
青
柳
直
道
・
桑
島
愛
・
藤
田
玄
洋
の
五
名
で
、
薬
局
は
佐
藤
春
亮
・
田
巻
松
永
・
村
山
折
三
・
後
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令
捌
）

武
内
博
編
『
来
日
西
洋
人
名
事
典
」
に
よ
れ
ば
四
号
己
鴨
）
聾
二
“
耳
（
屍
全
ｌ
己
皀
は
米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
生

れ
、
南
北
戦
争
で
北
軍
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
義
勇
軍
に
従
軍
し
た
。
の
ち
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
医
学
部
に
学
び
、
一
八
六
八
年
Ｍ
Ｄ
の
学
位

を
受
け
、
解
剖
学
の
助
手
・
講
師
を
務
め
、
一
八
七
一
年
八
月
開
拓
使
顧
問
ケ
プ
ロ
ン
の
秘
害
兼
外
科
医
と
し
て
来
日
し
た
。

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
明
治
五
年
四
月
（
一
八
七
三
函
館
病
院
に
外
科
部
長
と
し
て
赴
任
し
、
彼
の
希
望
に
よ
り
医
学
校
を
創
立
し
、
ま
た
病

院
改
善
に
多
大
の
功
績
を
残
し
て
、
明
治
七
年
十
一
月
（
一
八
七
四
）
満
期
辞
任
し
彼
の
医
学
校
に
お
け
る
教
育
は
終
っ
た
。
そ
の
後
横
浜
十

（
６
）

全
病
院
外
科
部
長
に
迎
え
ら
れ
、
ま
た
中
央
衛
生
委
員
会
委
員
の
役
も
果
し
た
。

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
日
本
政
府
よ
り
勲
四
等
を
贈
ら
れ
、
同
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
死
去
に
よ
り
勲
三
等
を
更
に
贈
ら
れ
、
横
浜

（
６
）

市
山
の
手
の
外
人
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

呈
出
し
て
い
る
の
で
、
医
学
校
が
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
離
任
後
続
い
た
の
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
更
に
鼎
吾
は
明
治
十
九
年
に
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
（
当

時
横
浜
十
全
病
院
外
科
部
長
）
よ
り
医
師
適
格
者
の
英
文
証
言
（
後
述
）
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

鼎
吾
の
願
書
に
よ
り
官
費
生
は
修
業
後
五
年
間
北
海
道
で
医
療
に
従
事
す
る
義
務
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３
）

本
多
公
敏
に
よ
れ
ば
授
業
日
課
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

月
曜
辰
治
療
学
火
曜
辰
生
理
学

水
曜
辰
外
科
学
木
曜
辰
解
剖
学
・
眼
科
学

金
曜
辰
薬
剤
学
土
曜
辰
産
科
婦
人
科
学

三
、
函
館
医
学
校
講
義
内
容

二
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
略
歴
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し
か
し
鼎
吾
の
ノ
ー
ト
か
ら
は
更
に
舎
密
学
（
生
化
学
）
、
医
事
政
治
学
（
法
医
学
）
が
加
わ
る
。

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
英
語
で
講
義
し
、
通
訳
者
が
日
本
語
に
訳
し
、
生
徒
は
こ
れ
を
速
記
し
て
、
夜
清
書
し
た
。
筆
記
に
は
鉛
筆
及
び
筆
を

（
戸
‐
ｉ
）
（
【
ｊ
）

使
用
し
た
。
通
訳
者
は
医
師
で
草
克
己
と
本
多
公
敏
が
わ
か
っ
て
い
る
。
鼎
吾
は
清
書
し
た
も
の
を
一
部
自
製
本
と
し
た
。

後
述
の
よ
う
に
本
多
公
敏
が
訳
し
た
『
近
世
医
説
」
も
保
存
し
て
あ
る
。

鼎
吾
は
履
歴
書
の
ご
と
く
生
徒
取
締
を
拝
命
し
て
い
る
の
で
生
徒
名
簿
を
作
成
し
た
。
外
の
資
料
で
は
十
七
名
で
あ
る
が
、
こ
の
名
簿
は

一
十
名
で
出
身
地
が
書
か
れ
て
い
る
。
申
二
十
三
歳
な
ど
と
あ
る
は
明
治
五
年
作
成
の
年
が
申
年
の
た
め
で
、
当
年
の
年
齢
を
指
し
て
い
る
。

生
国
陸
奥
国
北
郡
青
森
県
管
下
田
名
部
中
沢
格

申
二
十
三
歳

生
国
羽
後
国
秋
田
郡
秋
田
県
管
下
槇
山
銅
山
槇
山
淳
平

申
二
十
三
歳

生
国
渡
島
国
津
軽
郡
青
森
県
管
下
福
山
田
沢
謙

申
二
十
二
歳

生
国
武
蔵
国
埼
玉
郡
埼
玉
県
管
下
忍
阪
本
章

申
二
十
三
歳

生
国
能
登
国
珠
数
郡
七
尾
県
管
下
上
戸
村
渡
辺
豊

申
三
十
一
歳

生
国
岩
代
国
会
津
郡
若
松
県
管
下
若
松
六
角
謙
吉

（
〔
ろ
）

四
、
生
徒
名
簿
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録
と
一
致
し
な
い
。

生
国
越
前
国
吉
田
郡
足
羽
県
管
下
稲
田
片
山
繁

（
年
齢
記
載
な
し
）

生
国
陸
中
国
閉
伊
郡
盛
岡
県
管
下
佐
々
木
康
介

申
十
八
歳

生
国
渡
島
国
津
軽
郡
青
森
県
管
下
松
前
福
山
下
山
博

申
二
十
歳

生
国
後
志
国
岩
内
郡
岩
内
小
河
三
省

申
十
八
歳

生
国
脂
振
国
有
珠
邨
山
拓
三

生
国
岩
代
国
会
津
郡
若
松
県
管
下

生
国
播
磨
国
飾
東
郡
飾
磨
県
管
下
姫
路

生
国
下
野
国
都
賀
郡
栃
木
県
管
下
壬
生

（
？
ご

以
上
は
官
費
生
九
名
で
「
函
館
医
師
会
史
」

申
十
八
歳

石
崎
鼎
吾

申
二
十
四
歳

阪
井
諮
蔵

申
十
七
歳

馬
島
直

申
十
四
歳

（
函
館
病
院
記
録
）
と
一
致
す
る
。
以
下
私
費
生
で
あ
る
。
私
費
生
の
氏
名
は
必
ず
し
も
病
院
記
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私
費
生
で
「
函
館
市
医
学
史
名
簿
」
と
一
致
す
る
の
は
村
岡
格
、
小
川
（
河
）
三
省
だ
け
で
、
そ
の
名
簿
で
は
石
井
収
平
、
石
井
貞
三
、
河

（
？
】
）

内
啓
迪
、
遊
佐
泰
三
郎
と
、
通
学
生
と
し
て
梅
本
祐
斉
、
赤
城
昌
英
の
名
が
で
て
い
る
。

嘉
永
二
年
十
一
月
八
日
二
八
ｍ

子
と
な
り
石
崎
家
を
相
続
し
た
。

生
国
渡
島
国
津
軽
郡
青
森
県
管
下
松
前

生
国
渡
島
国
津
軽
郡
青
森
県
管
下
松
前

生
国
渡
島
国
檜
山
郡
青
森
県
管
下
江
差

石
崎
鼎
吾
（
鼎
五
）
は
現
栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町
の
壬
生
鳥
居
藩
（
三
万
二
千
石
）
の
軍
師
・
郡
奉
行
の
松
本
五
郎
兵
衛
兎
角
の
二
男
で
、

氷
二
年
十
一
月
八
日
二
八
四
九
）
に
生
れ
た
。
成
人
の
の
ち
、
母
テ
イ
の
生
家
で
御
殿
医
筆
頭
の
石
崎
正
達
（
兄
）
に
子
な
き
た
め
養
胴

明
治
五
年
壬
申
九
月

五
、
石
崎
鼎
吾
に
関
す
る
履
歴
と
記
録

仙
台

越
後

会
津

新田富
屋巻塚
良松謙
定栄吉

申
二
十
三
歳

秦
融
作

申
十
八
歳

栗
嵜
貞
三

申
十
五
歳

村
岡
格

申
二
十
歳
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石
崎
家
は
明
和
元
年（

９

鼎
吾
自
筆
履
歴
書

一
、

明
治
六
年
一
月
開
拓
使

一
、
生
徒
取
締
向
尽
力
二
付
金
三
円
五
拾
銭
下
賜
候
事

一
、
生
徒
取
締
申
付
候
事

栃
木
県
士
族
石
崎
鼎
吾

一
、
明
治
三
年
三
月
ョ
リ
同
四
年
五
月
迄

東
京
官
立
医
学
校
ニ
テ
理
化
学
修
行

一
、
明
治
四
年
六
月
ョ
リ
同
五
年
三
月
迄

軍
医
総
監
松
本
順
方
ニ
テ
解
剖
生
理
薬
剤
内
外
修
行

一
、
明
治
五
年
五
月
七
日
開
拓
使
官
費
医
学
生
拝
命

御
雇
教
師
ド
ク
ト
ル
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
・
エ
ル
ド
レ
ー
ヂ
氏
へ
随
従
、
八
年
三
月
迄
函
館
病
院
一
一
テ
理
化
解
剖
生
理
薬
剤
内
外
科
裁
判

医
学
大
意
原
他
婦
人
科
小
児
科
等
口
授
相
受
候
事

依
願
職
務
差
免
候
事

明
治
八
年
六
月

明
治
八
年
六
月
東

明
治
七
年
七
月
十
二
日
病
院

御
用
有
之
亀
田
、
茅
部
、
上
磯

明
治
八
年
三
月
廿
三
日
開
拓

（
一
七
六
四
）
、
初
代
寿
見
が
藩
主
鳥
居
忠
意
に
仕
え
て
代
々
御
殿
医
を
勤
め
、
鼎
吾
が
六
代
目
で
あ
る
。

開
拓
使

東
京
本
所
緑
町
四
番
地
江
開
業

上
磯
三
郡
江
巡
回
申
付
候
事

開
拓
使

（
後
略
）
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「
臣
鼎
五
謹
テ
開
拓
使
長
官
黒
田
清
隆
閣
下
二
上
言
ス
臣
鼎
五
明
治
七
年
二
月
二
十
五
日
函
館
二
於
テ
医
学
修
行
生
命
セ
ラ
レ
教
師
ヱ
ル

ド
レ
ー
ヂ
氏
へ
随
従
修
行
シ
成
果
ノ
上
ハ
五
箇
年
北
海
道
へ
従
事
シ
彼
地
へ
編
籍
シ
万
分
ノ
ー
ヲ
報
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
際
養
母
ヲ
依
頼
シ
保

護
ス
ル
実
父
松
本
兎
角
大
病
ノ
旨
告
ケ
來
ル
因
テ
函
館
支
廃
二
諸
テ
看
護
ノ
為
メ
帰
省
ス
然
ル
ー
実
父
終
二
死
セ
リ
就
テ
ハ
養
母
ヲ
保
護
シ

臣
鼎
五
ガ
留
守
ヲ
掲
栽
ス
ル
者
ナ
ク
且
養
母
毛
老
ノ
餘
臣
鼎
五
卜
共
二
北
海
道
二
航
ス
ル
ヲ
肯
セ
ス
然
ル
ト
キ
ハ
微
忠
ヲ
北
海
道
二
尽
ス
ー

能
ハ
ス
微
忠
ヲ
北
海
道
一
一
尽
サ
ン
ト
欲
ス
レ
ハ
養
母
ヲ
養
う
－
能
ハ
ス
進
退
弦
二
窮
ス
願
ク
ハ
臣
鼎
五
ヵ
孤
愚
ナ
ル
ヲ
憐
レ
ミ
修
行
料
ヲ
返

納
シ
前
条
ノ
鄙
意
ヲ
聰
ン
医
学
修
行
生
ヲ
免
セ
ラ
レ
ン
ー
ヲ
請
う
伏
テ
待
斧
鍼
誠
惇
頓
首
頓
首

松
本
順
（
良
順
）
は
大
学
束
校
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
別
に
弟
子
を
養
成
し
て
い
た
。
即
ち
松
本
良
順
の
蘭
陦
舎
の
記
録
に
よ
れ
ば

明
治
四
年
十
二
月
五
日
入
門
石
崎
鼎
五
二
十
三
歳
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
官
費
生
と
し
て
函
館
医
学
校
に
入
学
し
た
の
は
松
本
良
順
の
指
示

（
４
）
（
的
）

が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
鼎
吾
は
種
痘
実
施
の
た
め
三
郡
巡
回
を
し
て
い
る
が
、
命
令
者
は
院
長
の
馬
島
讓
先
生
で
あ
り
、
明
治
八
年
に

は
す
で
に
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
解
任
さ
れ
函
館
を
去
っ
て
い
る
。

（
Ⅲ
）

と
こ
ろ
が
巡
回
直
後
に
実
父
松
本
兎
角
重
病
の
た
め
帰
国
し
、
そ
の
死
亡
に
よ
り
支
障
を
き
た
し
退
学
願
を
出
し
て
い
る
。
学
校
は
閉
鎖

ま
た
は
終
了
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
後
記
の
文
面
か
ら
は
、
官
費
生
は
修
学
後
五
年
間
北
海
道
に
於
て
医
療
に
従
事
す
る
義
務
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
不
可
能
に
な
り
退
学
願
を
出
し
た
の
か
、
医
学
校
の
終
了
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
で
て
き
た
。

〆
１
Ｌ
誼

「
、
叩
一

す
も
の
で
あ
る
。

本
履
歴
書
で
官
立
医
学
校
と
は
幕
府
時
代
の
医
学
所
が
大
学
東
校
と
な
り
、
更
に
東
京
大
学
医
科
大
学
と
な
る
経
過
中
の
大
学
東
校
を
指

（
Ⅱ
）

退
学
願
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
八
年

園

開
拓
使
医
学
修
行
生

石
崎
鼎
五
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本
文
は
北
海
道
開
拓
使
本
庁
に
呈
出
し
た
の
ち
、
本
人
に
返
却
さ
れ
た
も
の
で
、
修
行
費
そ
の
他
返
納
に
不
及
と
あ
り
、
黒
田
清
隆
印
が

押
さ
れ
て
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
中
に
修
行
生
の
認
可
？
が
明
治
七
年
と
な
っ
て
い
る
の
は
履
歴
書
と
合
わ
な
い
。

鼎
吾
は
各
科
別
に
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
が
、
外
科
の
ノ
ー
ト
が
発
見
さ
れ
ず
、
こ
こ
で
引
用
で
き
る
の
は
一
部
分
で
あ
る
が
、
講
義

（
【
“
ｊ
）

の
型
式
と
内
容
を
推
察
で
き
る
。
ノ
ー
ト
は
和
紙
に
筆
書
き
し
、
和
綴
で
製
本
し
て
あ
る
。
通
訳
は
前
記
本
多
公
敏
の
外
に
章
克
己
の
名
あ

（
６
）

り
、
大
西
に
よ
れ
ば
六
角
謙
吉
も
通
訳
し
た
よ
う
に
言
か
れ
て
い
る
。

吾
ｊ
）

Ｈ
医
学
政
事
科
（
ノ
ー
ト
頁
数
七
十
一
頁
）

米
国
越
示
度
麗
実
氏
口
授

開
拓
使
長
官
黒

願
之
趣
聞
届
候
事

明
治
八
年
十
月
十
五
日

六
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
講
義
記
録

捨
弟
八
口
月

但
修
行
料
之
外
校
中
費
用
ハ
不
及
返
納
事

黒
田
清
隆
閣
下

開
拓
長

官
黒
田

清
隆
印
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日
本
ノ
法
律
モ
近
ク
ハ
各
国
卜
同
一
ナ
ル
ヘ
シ
其
法
律
ヲ
施
ス
ニ
至
ラ
ハ
医
士
及
上
裁
判
吏
ヲ
必
ス
此
学
ヲ
学
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
医
事
政

事
科
ハ
死
体
検
査
二
関
カ
ル
者
多
シ
ト
ス

以
下
死
体
検
査
法
、
死
体
形
状
な
ど
の
各
論
に
入
る
。

死
者
ノ
性
命
一
一
関
係
ス
ル
事
一
一
於
テ
先
シ
其
例
ヲ
挙
ケ
ン
ニ
ハ
書
へ
ハ
ニ
人
手
ヲ
以
テ
互
二
榑
撃
シ
誤
テ
一
人
打
撲
サ
レ
テ
死
人
而
メ
之

ヲ
検
ス
ル
ニ
既
二
命
ヲ
落
セ
リ
此
時
二
当
テ
医
学
政
事
科
ヲ
学
ハ
サ
ル
者
ハ
是
レ
唯
打
撲
ノ
為
メ
ニ
死
タ
ル
カ
或
ハ
其
時
偶
然
二
病
ヲ
発
シ

テ
死
タ
ル
カ
是
レ
緊
要
ノ
事
ニ
シ
テ
之
ヲ
決
ス
ル
ハ
即
チ
医
士
任
ナ
リ
（
発
病
一
一
因
テ
死
ス
ル
者
ハ
間
々
之
し
有
り
卒
中
ノ
如
キ
ハ
或
ハ
怒
気
ノ

為
二
発
ス
又
心
臓
ノ
ー
症
二
激
動
ノ
為
メ
ニ
発
ス
ル
病
ア
リ
）
若
シ
打
撲
二
因
テ
死
ヲ
致
サ
ハ
其
打
撲
セ
シ
者
ハ
是
レ
殺
賊
ナ
リ
若
シ
病
二
因
テ

死
ヲ
致
サ
ハ
其
打
撲
セ
シ
者
ハ
是
暴
人
ナ
リ

国
ノ
法
律
二
比
シ
テ
論
ス
可
シ

＋
ノ
、
ソ夫

レ
此
学
科
ノ
裁
判
吏
卜
巡
査
吏
卜
二
至
要
ナ
ル
所
以
ハ
先
ツ
ー
躰
ノ
死
者
ヲ
得
テ
未
夕
医
ヲ
迎
へ
サ
ル
前
へ
預
メ
之
ヲ
点
検
セ
ス
ン
ハ

ア
ラ
サ
ル
カ
故
ナ
リ
尤
モ
或
ハ
俗
吏
二
裁
決
シ
難
キ
所
ア
リ
此
レ
ハ
是
レ
医
士
ノ
裁
決
ヲ
受
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
是
二
至
テ
医
士
ノ
任
ダ
ル
者

ハ
死
者
ノ
性
命
二
関
係
ス
ル
事
卜
及
死
者
ノ
貧
富
二
関
係
ス
ル
事
ノ
ー
般
ノ
ミ
現
今
日
本
ノ
法
律
卜
各
国
ノ
法
律
ノ
差
等
ア
リ
故
二
之
ヲ
各

〃
小
叩
一
言
ロ

医
事
政
事
科
ハ
是
レ
医
ノ
以
テ
峡
ク
可
カ
ラ
サ
ル
ノ
学
科
ナ
リ
然
シ
テ
独
り
医
ノ
ミ
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
非
ラ
サ
ル
ニ
專
ヲ
簡
約
ヲ
主
ト
ス
ル

総
三△

祁H

（
後
略
）

（
中
略
）

章
克
己

石
崎
鼎
五

訳筆
記
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自
然
学
ト
ハ
何
ソ
万
物
ノ
道
理
ヲ
究
メ
内
外
ノ
形
容
ヲ
論
ス
ル
是
ナ
リ
究
理
学
ト
ハ
何
ソ
単
純
物
質
ノ
道
理
ヲ
知
り
複
合
物
質
ノ
変
化
ヲ

論
ス
ル
是
ナ
リ
今
試
験
管
ヲ
取
り
自
然
学
ヲ
以
テ
之
ヲ
論
ス
ル
ハ
其
質
透
明
ニ
シ
テ
其
形
長
円
上
一
一
口
ア
リ
究
理
学
ヲ
以
テ
之
ヲ
論
ス
レ
ハ

其
造
構
ハ
珪
素
曹
実
母
酸
素
ョ
リ
成
ル
ト
ス

究
理
学
二
於
テ
物
質
一
一
三
種
ノ
区
別
ア
リ
吾
五
官
二
感
触
ス
ル
モ
ノ
ヲ
物
質
卜
云
想
像
ヲ
以
テ
分
子
卜
云
又
原
子
卜
云

物
質
ハ
太
陽
地
球
ヨ
リ
金
石
玻
璃
蠅
頭
二
至
ル
マ
テ
皆
是
ナ
リ
分
子
ハ
物
質
ノ
小
部
分
ナ
リ

神
経
系
統

神
経
系
統
ハ
知
覚
感
応
運
動
ヲ
司
ト
ル
第
一
脳
即
頭
蓋
中
一
一
ア
ル
者
第
二
神
経
節
此
神
経
節
ハ
体
中
二
於
テ
大
小
ア
リ
第
三
脊
椎
神
経
ナ

リ
第
四
脳
脊
椎
神
経
及
神
経
節
ョ
リ
分
派
ス
ル
処
ノ
神
経
ナ
リ
就
中
背
椎
神
経
ョ
リ
出
ル
モ
ノ
多
シ
四
肢
及
頭
蓋
神
経
ヲ
云
知
覚
感
応
運
動

ノ
中
先
シ
運
動
ヲ
説
カ
ン
｜
一
夫
レ
運
動
生
ス
ル
ノ
器
械
ハ
筋
ナ
リ
体
内
虚
ト
シ
テ
筋
ナ
キ
ハ
運
動
ス
ル
ー
不
能
筋
二
大
小
ア
リ
小
ナ
ル
モ
ノ

ハ
顕
微
鏡
ノ
有
ル
ー
非
レ
ハ
見
へ
難
シ
耳
中
ノ
筋
等
是
ナ
リ
腓
腸
筋
ノ
如
キ
ハ
最
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

ハ
顕
微
鏡
ノ
有
ル

（
中
略
）

日（三）
講生
記理両/一、
聞一後

葬具瞳

教
総 師
論

（
ｕ
）

口
舎
密
学

二
千
五
百
三
十
三
年
第
一
月
第
七
日
火
曜
辰

生
理
学
講
義

越
示
度
麗
実
氏
口
授

日
講
記
聞

巻
之
二

二
（
三
十
六
頁
）
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神
経
節
ハ
重
二
神
経
細
胞
一
一
テ
成
立
シ
神
経
細
胞
ノ
形
ハ
種
々
異
ナ
リ
テ
或
ハ
長
ク
或
ハ
円
シ
此
神
経
節
ョ
リ
白
繊
維
ヲ
生
メ
出
ス
図
ハ

脳
中
ノ
神
経
節
ナ
リ
其
神
経
節
二
附
麗
ス
ル
ャ
如
何
ナ
ル
模
様
ナ
ル
ャ
知
し
難
シ
交
感
神
経
ハ
灰
白
色
ニ
テ
即
チ
神
経
節
卜
全
色
ナ
リ
比
神

経
ノ
組
織
ヲ
二
種
二
分
ッ

ヤ

第
一
患
者
ヲ
診
ス
ル
ニ
法
ア
リ
左
ノ
如
シ

第
一
歴
史
第
二
常
健
康
第
三
両
親
何
病
ニ
テ
死
亡
セ
シ
ャ
第
四
父
母
宿
瘡
ア
ル
ャ
亦
以
前
如
何
ナ
ル
病
ヲ
持
シ
ャ
第
五
第
六
家
業
何
ナ
ル

ヤ
第
七
（
不
明
）
第
八
住
所
第
九
持
前
第
十
何
時
ョ
リ
病
発
セ
シ
ヤ
第
十
一
其
后
如
何
ナ
ル
所
置
ヲ
受
セ
シ
ャ
第
十
二
如
何
ナ
ル
薬
ヲ
用
ヒ
シ

凡
ソ
治
療
ス
ル
器
械
ア
リ
（
言
ｇ
ｏ
の
８
胃
）
顕
微
鏡
亀
①
『
呂
幽
○
コ
）
打
聰
器
（
陣
の
言
○
ｍ
８
月
）
聴
胸
器
自
己
○
⑩
８
月
）
陰
門
鏡
、
肛
門
鏡

命
Ｅ
己
）
探
隠
器
舎
密
試
験
（
中
略
）

顕
微
鏡
ハ
溺
ヲ
検
査
ス
ル
ニ
最
も
緊
要
ナ
リ
尿
ヲ
此
器
二
照
セ
ハ
病
ノ
原
因
ヲ
知
ル
腎
臓
病
二
於
テ
殊
一
一
然
り
時
ト
シ
テ
尿
中
二
曲
虫
或

ハ
鱗
状
虫
ヲ
生
ス
ル
訓
ア
リ
是
ヲ
以
テ
腎
ノ
何
病
タ
ル
ー
ヲ
知
ル

一
臆
）

国
日
講
記
聞
巻
之
一
治
療
実
験

（
後
略
）

四
生
理
学
［

耳
官
功
用

耳
部
解
剖

（
後
略
）

第
十
金
曜
辰

（
後
略
）

日
講
記
聞

本
文
略

本
文
略

（
Ｍ
）

第
三
（
三
十
二
頁
）
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成
し
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
第
二
月
二
十
日
此
夜
眼
病
人
ア
リ
之
ヲ
診
ス
ル
前
二
器
械
ノ
用
ヲ
説
ク

当
時
西
洋
医
学
で
使
用
さ
れ
た
約
七
十
種
の
薬
剤
を
丸
剤
、
水
剤
、
混
和
剤
、
軟
膏
、
煎
剤
等
に
分
類
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
自
ら
作

眼
筋
諸
症
モ
ル
ス
ニ
ム

兎
眼
マ
セ
ボ
ミ
ア
ン
腺
モ
リ
ァ
ム

斜
視
眼
レ
ベ
ロ
ス
・
ト
モ
ァ

眼
窩
損
傷
疵
贄

眼
球
突
出
皮
角

緬
脈
肺
瞼
胆

角
膜
諸
症
電
腫

（
表
題
と
分
類
だ
け
記
戦
す
る
）

検
眼
鏡
用
法
網
膜
諸
症

白
内
障
眼
及
治
法
角
膜
潰
瘍

緑
眼
眼
瞼
腫
瘡

（
Ⅱ
）

㈲
眼
科
学
日
講
記
間

（
Ｆ
）

㈲
薬
剤
学

眼
球
突
出

涙
管
閉
塞

眼
瞼
外
翻

眼
瞼
内
翻

丸
剤
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（
講
義
日
メ
モ
と
し
て
）
、
一
月
六
日
月
、
十
七
日
金
、
廿
六
日
月
、
二
月
三
日
月
、
十
日
月
熱
病
論
、
十
七
日
月
、
廿
六
日
月
チ
フ
ス
（
熱

型
あ
り
）
、
三
月
三
日
月
間
歌
熱
、
マ
ラ
リ
ア
、
十
日
月
弛
張
熱
、
マ
ラ
リ
ア
（
キ
ニ
ー
ネ
使
用
）
、
（
体
温
は
華
氏
使
用
、
薬
剤
は
ｇ
単
位
で
あ
る
）

紀
元
二
千
五
百
三
十
三
年
第
一
月
六

西
国
千
八
百
七
十
三
年
月
曜
辰

（
鵬
）

㈹
治
療
学
日
講
記
聞
第
二
（
四
十
九
頁
）

紀
元
二
千
五
百
三
十
三
年
第
一
月
六
日

右
稀
塩
酸
一
一
溶
解
シ
後
水
ヲ
加
へ
混
合
六
ｍ
中
二
二
十
分
氏
ノ
ー
ヲ
含
ム

但
シ
用
法
壹
次
ノ
量
五
ｍ
ョ
リ
六
ｍ
二
至
ル
ー
日
三
次

水
剤
並
二
混
和
剤

ス
テ
レ
キ
ニ
ー
子
水
一
Ｋ
中
半
氏
含
ム

ス
テ
レ
キ
ニ
ー
子
四
Ｋ
稀
塩
酸
廿
六
ｍ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
ｒ
『
ｊ
ノ
』
。
里
一
’
’
一
二
二
一
】
〃
・
』
。
Ⅱ
Ｉ

右
糊
ニ
テ
為
九
百
八
拾
粒
二
分
ッ

吐
根
丸
壹
粒
中
三
分

吐
根
末
－
５
甘
草
末
半
弓

右
蒸
餅
ニ
テ
為
九
百
弐
拾
粒
二
分
シ

吐
根
丸
壹
粒
中
三
分
弓
ノ
ー

硫
酸
規
尼
浬
丸
壹
粒
中
止

硫
規
一
弓
甘
草
末
一
号
一
匁

ア
ル
コ
ー
ル
ニ
弓
一
浄
水
六
汚

（
後
略
）

（
後
略
）

壹
粒
中
半
氏
含
ム

〈
己
ム
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明
治
五
壬
申
晩
冬
改
為

紀
元
二
千
五
百
三
十
三
年

石
崎
鼎

こ
の
表
題
の
和
綴
和
紙
ノ
ー
ト
数
冊
あ
り
、
そ
の
中
に
は
英
語
、
医
学
英
語
の
勉
強
の
た
め
の
メ
モ
な
ど
沢
山
あ
り
、
余
暇
の
勉
強
の
程

度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
落
書
き
の
よ
う
に
自
作
の
漢
詩
が
沢
山
書
か
れ
、
感
傷
的
に
な
っ
た
り
、
北
海
道
の
風
物
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

内
膜
鰍
衝
ヲ
起
ス
ノ
方
一
ア
リ

籾
此
病
ノ
理
ヲ
発
明
セ
シ
ハ
未
夕
両
三
年
ヲ
過
ス
然
し
共
実
二
之
ヲ
熟
察
ス
ル
ー
難
シ
此
症
ノ
経
過
中
其
害
少
ナ
シ
ト
錐
モ
終
二
之
力
原

因
ト
ナ
リ
テ
大
イ
ニ
害
ヲ
ナ
ス
病
理
解
剖
上
二
於
テ
亦
難
ス
ル
処
ナ
リ
如
何
ト
ナ
レ
ハ
此
病
経
過
中
二
死
ス
ル
モ
ノ
鮮
ナ
キ
故
ナ
リ
此
心
臓

〔
治
法
〕
此
症
ノ
初
起
ハ
危
険
ト
セ
ス
然
し
ト
モ
続
テ
弁
ノ
作
用
ヲ
妨
ケ
テ
ョ
リ
大
ナ
ル
害
二
至
り
近
時
医
家
ノ
唱
ル
ー
此
心
臓
内
膜
鰍
衝

ニ
テ
ハ
殺
ス
ー
ナ
シ
数
年
ヲ
経
テ
後
二
殺
ス
ー
ア
リ
ト
ス
先
シ
此
原
因
ヲ
尋
ネ
倭
麻
質
斯
ョ
リ
來
レ
ハ
之
ヲ
治
シ
腎
臓
病
ョ
リ
來
レ
ハ
亦
之

ジ
キ
タ
リ
ス

ヲ
治
シ
若
シ
苦
痛
ヲ
発
セ
ハ
之
ヲ
除
カ
ン
可
ヲ
要
ス
心
臓
作
用
之
力
為
メ
ニ
妨
タ
ケ
ラ
ル
ル
可
有
ラ
ハ
実
支
多
利
斯
ノ
類
ヲ
与
ヘ
テ
之
ヲ
補

う
可
シ
（
後
略
）

い

(十）る
、

園
９
月
胃
昼
ヲ
血
中
二
射
注
セ
ハ
此
症
ノ
模
様
ヲ
顕
ス
ナ
リ
冒
且
（
）
ロ
ー
於
テ
罰
言
冨
己
先
生
一
犬
ヲ
捕
テ
其
血
中
二
乳
酸
ヲ
射
注
セ

シ
カ
忽
チ
此
症
ヲ
顕
ハ
セ
リ

（
旧
〕

伽
智
雲

両
］
〕
号
８
ａ
詳
尻
心
臓
内
膜
鰍
衝

（
６
）
（
釦
）

「
近
世
医
説
』

（
中
略
）
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知
人
に
配
布
さ
れ
、

表
紙
は
黄
色
で
、

第
五
、
第
六
図
解

外
科
手
術
二
血
液
ヲ
消
耗
セ
サ
ル
説

近
世
医
説

目
次

第
一
頁
に
は

壼
奎
衣
姉
仙
に
は

尿
道
狹
窄
ノ
説
附
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、

年
近
世
医
説
第
二
号

五月
開
拓
使
蔵
版

七 明
米
国
依
児
度
列
智
氏
著

治
皇
国
本
多
公
敏
訳

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
函
館
在
任
中
に
『
近
世
医
説
」
の
表
題
で
三
巻
出
版
し
て
い
る
が
、
大
西
に
よ
れ
ば
第
一
巻
は
少
数
分
冊
で
関
係
役
所

人
に
配
布
さ
れ
、
幻
の
本
だ
と
い
う
。
私
宅
保
存
は
二
、
三
巻
で
あ
る
。

「
近
世
医
説
第
二
号
」
と
あ
り
、

第

に。
一一

←。

附
第
七
、
第
八
、
第
九
図
解

開
拓
使

印

(62） 17()



出
血
二
依
児
護
陣
ヲ
用
ユ
ル
説
再
出

虞
里
斯
杯
油
溶
解
カ
ノ
説

梅
毒
性
阿
浬
幾
亜
ヲ
療
ユ
ル
ノ
説

喘
息
二
用
ユ
ル
新
薬
ノ
説

嬰
児
ノ
下
痢
二
酸
化
亜
鉛
ヲ
用
ユ
ル
ノ
説

産
婆
教
育
ノ
説

虎
烈
刺
病
二
銅
塩
ヲ
用
ユ
ル
ノ
説

指
節
脱
臼
二
用
ユ
ル
装
置
ノ
説

犬
ノ
心
臓
及
上
血
管
中
二
有
ス
ル
愚
子
ノ
説

直
腸
内
大
便
蓄
積
二
膠
ノ
挿
置
薬
ヲ
用
ユ
ル
ノ
説

痘
瘡
二
塩
酸
鉄
丁
幾
ヲ
用
ユ
ル
ノ
説

止
痛
ノ
説
第
二

死
体
新
徴
ノ
説

分
娩
後
ノ
出
血
二
塩
酸
鉄
丁
幾
ヲ
注
入
ス
ル
説

砒
石
用
法
ノ
説

石
炭
油
検
査

附
第
十
図
解

ｔ計附
第
十
一

図
解
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篦
麻
子
油
用
法
ノ
説

尿
道
狹
窄
ノ
説
第
二

附
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
図
式

肺
勢
ノ
療
法
二
肺
臓
ヲ
休
憩
ス
ル
説

楳
毒
ノ
説
第
一

格
魯
布
ヲ
療
ス
ル
説

近
世
医
説
第
三
号

裏
表
紙
の
年
は
明
治
七
年
九
月
と
あ
る
。

米
国
依
児
度
列
智
氏
著

日
本
丹
波
馬
島
讓
閲

播
磨
本
多
公
敏
訳

本
文
（
省
略
）

三
新
薬
ノ
説

（
劃
）

近
世
医
説
第
二
号

本
文
の
始
め
に
再
び
左
記
の
表
記
あ
り

石
炭
酸
主
治
ノ
説

近
世
医
説
第
三
号

目
次

(64） 172



私
儀
此
度
種
痘
御
用
二
付
亀
田
茅
部
上
磯
三
郡
之
巡
回
被
仰
付
候
間
往
返
旅
費
丼
一
一
日
当
御
渡
被
下
度
尤
種
痘
施
行
イ
タ
シ
候
其
儀
二
付

巡
回
井
帰
留
ノ
日
数
相
数
不
申
候
間
其
積
帰
留
五
十
日
位
二
見
込
ヲ
以
テ
御
渡
被
下
度
此
如
本
願
申
候
也

医
学
修
行
生石

崎
鼎
吾

（
Ⅷ
）

七
種
痘
巡
回
日
誌

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
が
函
館
病
院
を
辞
任
し
た
翌
年
春
鼎
吾
は
馬
島
院
長
の
命
令
で
約
五
十
日
間
、

日
誌
を
み
る
と
最
初
は
種
痘
を
し
、
の
ち
種
痘
の
結
果
を
し
ら
べ
再
種
痘
を
行
っ
た
り
、
種
痘
一

分
け
て
、
医
学
修
行
生
数
名
が
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
誌
を
み
る
と
種
痘
計
画
の
ほ
ぼ
〈

己

第
三
月
廿
三
日
種
痘
巡
回
拝
命
之
事

三
一
口

第
三
月
廿
二
日
馬
島
先
生
ョ
リ
種
痘
巡
回

新
発
明
陰
門
鏡
ノ
図

火
葬
ノ
説

‐
願
害

明
治
八
年
第
三
月
廿
四
日

会
計
課
御
中

リ
ッ
ジ
が
函
館
病
院
を
辞
任
し
た
翌
年
春
鼎
吾
は
馬
島
院
長
の
命
令
で
約
五
十
日
間
、
函
館
を
中
心
に
種
痘
巡
回
に
従
事
し
た
。

る
と
最
初
は
種
痘
を
し
、
の
ち
種
痘
の
結
果
を
し
ら
べ
再
種
痘
を
行
っ
た
り
、
種
痘
証
明
書
を
発
行
し
て
い
る
。
全
域
を
数
班
に

医
学
修
行
生
数
名
が
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
誌
を
み
る
と
種
痘
計
画
の
ほ
ぼ
全
貌
が
推
察
で
き
る
。

内
命
ヲ
得

173 （65）



実
施
は
三
月
廿
四
日
か
ら
で
、
日
誌
に
よ
れ
ば
鼎
吾
は
乗
馬
で
旅
行
し
て
い
る
。
同
伴
者
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。
初
め
種
痘
し
後
反
応

の
有
無
を
検
査
し
て
い
る
が
、
彼
が
種
痘
を
行
っ
た
村
数
よ
り
、
検
査
だ
け
の
村
が
多
く
、
ま
た
途
中
で
同
窓
生
に
会
っ
た
ら
し
い
記
事
が

あ
る
の
で
先
の
述
べ
た
よ
う
に
本
種
痘
巡
回
に
は
同
窓
数
名
が
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｈ
巡
回
種
痘
実
施
方
法
（
日
誌
に
よ
る
）

種
痘
対
象
小
児
、
児
童

種
痘
材
料
種
痘
陽
性
児
の
痂
を
と
り
エ
キ
ス
を
作
成
し
て
連
続
使
用
し
た

立
会
人
副
戸
長
、
村
用
掛
、
書
役

宿
泊
個
人
宅
（
副
戸
長
）
、
旅
館

実
施
者
石
崎
鼎
吾
（

場
所
村
の
個
人
宅

企
画
者
馬
島
先
生
（
函
館
病
院
長
）

担
当
役
人
西
山
求
舂
（
巡
回
中
何
回
も
会
合
）

実
施
者
石
崎
鼎
吾
（
種
痘
検
査
免
状
渡
し
）

亀
田
村

茅
部
郡
三

日
巡
回
村
名

亀
田
郡

種
痘
材
料
一

口
巡
回
成
績

上
磯
郡
一
○
五
三
人
、

茅
部
郡
三
九
八
人

宿
泊
個
人
宅
（
副

峠
下
ホ
テ
ル

F

亀
田
郡
一
○
一
○
人

合
計
二
五
五
八
人
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上
磯
郡
上

三
好
村
（
亀
田
郡
吉
田
村
）
湯
川
中
野

清
水
文
月
一
本
木

大
野
本
郷
鶴
野

峠
下
藤
山
飯
田

七
重
中
島
大
川

七
重
浜
村
函
館
ョ
リ
三

有
川
村
函
館
ョ
リ
三
里

戸
切
地
村
吉
田
郡
と
云

三
谷
村
有
川
ョ
リ
廿
五

富
川
村
三
谷
ヨ
リ
三
丁

茂
辺
地
村
三
谷
ョ
リ
ニ

矢
不
來
村
茂
辺
地
ョ
リ

当
別
村
矢
不
來
ョ
リ
ー

金
谷
村
当
別
ョ
リ
ー
里

泉
沢
村
金
谷
ョ
リ
ー
里

札
苅
村
泉
沢
ョ
リ
ー
里

木
古
内
村
札
苅
ョ
リ
ニ

爪
谷
村

吉
田
郡
と
云
所
有

有
川
ョ
リ
廿
五
丁
、

矢
不
來
ョ
リ
ー
里

当
別
ョ
リ
ー
里
半

函
館
ョ
リ
三
里
四
丁
廿
四
間

札
苅
ョ
リ
ニ
里
半

三
谷
ョ
リ
ニ
里

茂
辺
地
ョ
リ
ニ
里
二
丁

不
來
ョ
リ
ー
里
半

函
館
ョ
リ
三
里

近
く
に
三
好
郷

千
代
田

市
ノ
渡

城
山

石
川
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地
図
上
に
巡
回
知
名
を
記
入
し
、
図
１
に
示
し
た
。
地
名
に
傍
線
を
付
け
た
村
は
宿
泊
し
た
村
で
あ
る
。
ま
た
種
痘
の
行
動
を
種
痘
・
検

査
（
七
日
後
）
・
免
状
渡
し
に
三
分
し
て
、
三
月
二
十
七
日
よ
り
五
月
十
六
日
に
至
る
間
の
行
動
と
し
て
図
２
に
示
し
た
。

日
誌
の
一
部
を
参
考
と
し
て
次
に
示
す
。

三
月
廿
九
日
第
八
時
三
谷
村
出
発

同
日
午
前
十
一
時
茂
辺
地
村
二
着
ス
藤
本
幸
左
衛
門
方
ニ
テ
種
痘
ス
書
人
小
林
百
太
郎

茂
辺
地
村
ョ
リ
矢
不
來
マ
テ
往
復
ス
ー
里

下
国
邦
三
郎
、
池
田
長
右
衛
門
、

茂
辺
地
村
種
痘
児
童
百
五
十
五
人

当
別
村
江
五
時
半
着
副
戸
長
高

池
田
長
右
衛
門
長
女
ゆ
み
病
院
ニ
テ
種
痘
ナ
シ
廿
九
日
ハ
七
日
目
二
当
ル
種
痘
シ
テ
百
五
十
五
人
ス
ム

下
国
邦
三
郎
、
池
田
長
右
衛
門
、
村
用
掛
村
上
与
右
衛
門
、
小
野
寺
久
松
、
小
林
百
太
郎
卜
小
酌
ス
下
問
浜
二
泊
ル

村
用
掛
村
上
与
右
衛
門

桔
梗
野

下
湯
ノ
川

鷲
ノ
巣

茅
部
郡

小
安

戸
井

根
田
内

○
花
○

神
山
赤
川

深
堀
志
苔

銭
亀
沢
亀
ノ
尾

外
十
一
ヶ
村

釜
石
汐
首

日
浦
尻
岸
内

チ
ャ
ウ
シ
ノ
沢副

戸
長
高
田
七
太
郎 瀬

木
田

古
武
井

ト
ト
ホ
ッ
チ 鍛

治
村

上
湯
ノ
川

石
崎

(68）
1房/､
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塗

図

1

図
－
２

尻
岸
内
五
月
十
六
日

一
存

四
月
廿
三
日
五
月
七
日

状

癖
石
崎
森

日
免
壺

一
日

８
轌
雨

．
日

峠
下
４

超
５

’
１

ｉ七
日
函
館
四
月
十
九
日
函
館
四
月
二
日
函
館
五
月
八
日

一
状

日
当
別

種痘

6日

木
古
内

当
別

11日 7日

検査・免
司重痘

四
月
十
八
日

(69）177



そ
こ
で
鼎
吾
は
恩
師
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
氏
に
依
頼
し
て
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
っ
た
。

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
明
治
十
九
年
三
月
六
日
付
二
八
八
六
）
で
英
文
の
函
館
医
学
校
修
了
証
書
を
鼎
吾
に
与
え
た
。

こ
の
証
言
は
菊
の
御
文
章
付
の
奉
書
紙
で
、
英
文
で
証
書
が
書
か
れ
（
ペ
ン
書
き
）
、
終
り
に
署
名
と
共
に
欧
米
で
公
文
書
の
耆
式
に
よ
り

朱
（
小
指
大
）
が
押
さ
れ
て
い
る
。
現
物
を
写
真
１
で
示
す
。

な
お
彼
の
肩
言
き
は
元
開
拓
使
医
学
校
長
、
現
（
横
浜
の
）
神
奈
川
県
十
全
医
院
外
科
部
長
、
中
央
衛
生
委
員
会
委
員
で
あ
る
。

が
問
題
と
な
っ
た
。

鼎
吾
は
函
館
医
学
校
で
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
か
ら
教
育
を
受
け
、
更
に
種
痘
巡
回
を
完
了
し
た
時
点
で
実
父
重
病
の
た
め
帰
省
し
、
そ
の
死
亡

に
よ
り
函
館
に
帰
ら
ず
に
退
学
願
を
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
彼
に
は
修
了
証
書
が
な
い
。
明
治
も
諸
制
度
完
備
に
つ
れ
て
医
師
と
し
て
資
格

英
文
を
印
刷
文
で
次
の
通
り
示
す
。

書
役
宇
佐
見
喜
一
、
村
用
掛
菊
池
作
右
衛
門

第
七
時
当
別
村
詰
役
西
田
求
舂
君
卜
会
う

夕
景
ョ
リ
高
田
七
太
郎
、
言
役
宇
佐
見
喜
一
、
村
用
掛
菊
池
作
右
衛
門
、
詰
役
西
田
求
春
君
卜
小
酌
ス

五
月
三
日
晴
天
痂
を
漿
二
漬
ス
嶺
下
村
出
発
藤
山
村
二
至
テ
検
査
ス
同
所
ニ
テ
飯
田
村
井
城
山
村
ヲ
検
ス
右
三
村
種
痘
不
善
感

ナ
リ
因
テ
良
痘
ヲ
嶺
下
村
ョ
リ
呼
上
再
種
痘
ス
午
後
三
時
富
士
山
出
発
大
野
村
平
田
嘉
六
方
二
泊
ス

八
、

（
幻
）

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
氏
の
修
行
証
明
書

］
戸
畳
函
の
己

園
一
己
国
○
戸
（
号
曽
己
四

冨
閏
ｇ
〕
垂
匿
屍
駅
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胃
の
①
吋
武
喘
ぐ
廷
〕
四
庁
房
｝
］
旨
四
一
〈
一
目
里
胴
（
）
雪
印
の
匡
邑
Ｑ
①
Ｈ
禺
口
宮
』
ご
め
ご
・
巨
向
言
胃
（
）
己
二
二
口
］
①
ロ
ー
ｇ
己
①
四
二
・
留
嵩
ｍ
①
Ｈ
］
四
言
庁
ロ
①
禺
巨
①
Ｑ
言
画
一
の
、
言
）
（
〕
』
○
由
計
画
①

【
臼
国
富
読
冨
》
国
巴
８
ユ
胃
①
》
可
．
○
日
勗
圏
８
民
望
旨
の
旨
の
弓
の
》
ｇ
旨
言
い
急
臣
の
ゴ
ロ
①
国
（
己
一
〕
①
ョ
ｍ
Ｑ
①
Ｈ
四
℃
昼
四
口
Ｑ
の
ｇ
酎
母
９
９
首
ロ
Ｒ
○
ぬ
昂
の
の

一
国
彦
尉
ロ
吋
○
市
①
の
⑳
］
○
弓
四
一
の
ロ
」
（
一
目
の
の
．
四
己
。
”
四
ぐ
①
①
ご
一
〔
帝
国
の
①
○
ｍ
の
己
①
、
］
四
一
四
ロ
ー
弄
匡
Ｑ
①
｛
Ｃ
間
口
〕
①
Ｑ
〕
の
四
一
弓
ご
○
局
斉
．

一
八
八
六
年
三
月
六
日

石
崎
鼎
吾
は
一
八
七
二
年
よ
り
一
八
七
四
年

の
間
函
館
の
開
拓
使
医
学
校
に
於
て
医
学
及
び

外
科
学
に
つ
き
私
の
指
導
教
育
を
受
け
た
。
こ

の
期
間
に
彼
は
職
業
教
育
の
分
野
で
急
速
且
つ

満
足
す
べ
き
進
歩
を
と
げ
た
。
医
業
を
行
う
に

特
別
な
能
力
の
あ
る
こ
と
を
弦
に
証
明
す
る
。

（
署
名
）
朱
印
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ

元
開
拓
使
医
学
校
校
長

和
訳
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
十
全
医
院
横
浜

一
八
八
六
年
三
月
六
日

シ"{l)I}I"IMWM
似ﾙｬ“1t)8剛し'

１

（

幻
火
、

心
火
も
－
４
１
十
！

－
了
些

唯》
凱
惑
一

〃
。
ｑ

６６
噸
１
．
作
じ

土
一

型

‐
人政

恥
Ｊ
‐
ヤ
山
華
よ
‘
今

蝿
‐
戯
越
遮
、
碑
』
〕
、
処
理
一一

Ｉ
ｊ
弗
孟
諄

八
迦
（
八
山
Ｊ
‐
弘
叺
皿
‐
シ

ト
抄

妙
趣
咽
し
恥
〆
－
４
Ｊ
：
Ｊ
℃

。
」
し
ン
．
、

ｎ
素
い
八
仏
瓜
畔
竿
Ｉ
季
ｒ
１
毎

Ａ
し
恥
Ｍ
１
、
古
ｐ
ｌ
Ｉ
１
ｄ

Ａ
Ｉ
，
い
北
評
ｈ
空
手
、
望
畢
ぷ

言
例
池
、
蝿
ｌ
斗
叫
．
池
畔
和
》
‐
坐
ｒ
必
『
〔
し
《
・
Ｌ

ｒ
‐
舗
勿
ｖ
生
、
毯
必
、
雲

伽
到
ｗ
あ

０
睡
刈
岬
４
叫
引
点
．
弧
里
心

』
叶
い
・
・
｛

岬
特
峠
叫
凡
パ
ル
、
ム
ザ
品 聾

巨
習
●
計
国
匡
ユ
ニ
的
①
二
戸
ロ
．

Ｆ
胃
①
冨
の
旦
言
巴
島
吊
ｇ
ｏ
時
旦
〆
里
国
弄
匡
の
三

野
一
個
①
四
国
豈
巨
圃
囚
］
自
己
》
屍
曽
、
〕
固
い
四
言
、
一
肉
曾
〕

三
①
ヨ
ウ
ｇ
ａ
ｅ
四
旨
，
己
函
①
巴
号
嗣
○
冑
匙

●
l

、_し

淫

写真 1
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鼎
吾
の
記
録
か
ら
九
名
の
官
費
生
は
変
ら
な
い
が
私
費
生
が
函
館
の
記
録
よ
り
多
い
こ
と
と
、
私
費
生
の
名
が
一
致
し
な
い
の
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
。
彼
が
生
徒
取
締
（
級
長
？
）
だ
っ
た
為
に
こ
の
名
簿
が
残
さ
れ
た
と
考
え
る
。

開
拓
使
医
学
校
修
業
生
と
く
に
官
費
生
は
五
年
間
北
海
道
で
医
療
に
従
事
す
る
義
務
が
あ
っ
た
こ
と
は
外
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

（
型
）

明
治
六
年
二
八
七
三
）
の
報
知
新
聞
八
月
十
六
日
号
で
、
本
多
公
敏
は
彼
を
紹
介
し
て
「
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
が
そ
の
病
床
に
臨
み
患
者
を
処

す
る
を
見
る
に
、
薬
方
技
術
近
世
欧
亜
の
新
法
に
し
て
、
尤
も
外
科
の
手
術
に
長
ず
。
余
輩
往
々
こ
れ
が
為
め
に
活
眼
を
間
け
り
」
と
あ
り
、

学
生
を
指
導
す
る
に
と
き
に
図
を
画
き
、
と
き
に
自
製
の
模
型
を
使
い
初
学
者
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
反
復
丁
寧
に
説
示
し
た
」
と
あ
る
。

鼎
吾
の
ノ
ー
ト
を
み
て
、
そ
の
事
実
は
証
明
で
き
る
。
日
本
医
学
は
ド
イ
ツ
流
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
こ
の
医
学
校
が
米
国
流
に
教
育
さ

れ
た
の
は
北
海
道
開
拓
使
と
米
国
の
関
係
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
慈
恵
会
医
科
大
学
は
英
国
流
医
学
で
発
足
し
た
と
い
わ
れ
て
い

但
し
同
時
に
英
語
の
教
育
も
行
っ
た
。

る

文
献
、
資
料
、
鼎
吾
の
記
録
か
ら
み
た
函
館
医
学
校
の
実
状
の
一
端
を
検
討
し
た
。

（
１
）

北
海
道
開
拓
の
一
環
と
し
て
医
療
が
あ
り
、
藤
田
の
著
書
に
よ
れ
ば
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
函
館
病
院
外
科
部
長
に
着
任
す
る
と
共
に
北
海
道

の
医
療
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
努
力
し
た
。
こ
の
際
彼
は
契
約
書
を
変
更
し
て
彼
の
希
望
に
よ
り
医
学
校
を
設
立
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

を
開
拓
使
が
正
式
に
認
め
官
費
生
を
派
遣
し
て
、
彼
の
在
任
期
間
中
開
校
さ
せ
た
。
そ
の
実
態
は
講
義
・
臨
床
指
導
全
般
に
わ
た
り
殆
ど
彼

一
人
で
実
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
英
語
で
講
義
し
英
語
を
話
せ
る
医
師
（
病
院
職
員
？
）
が
通
訳
し
、
生
徒
は
日
本
語
で
記
録
し
た
。

九
、
考
察 神

奈
川
県
十
全
病
院
外
科
部
長

中
央
衛
生
委
員
会
委
員

■■■
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エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
が
函
館
医
学
校
を
開
設
し
た
と
き
官
費
生
の
一
人
と
し
て
石
崎
鼎
吾
が
参
加
し
て
、
沢
山
の
資
料
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
を

整
理
し
、
文
献
考
察
を
加
え
た
結
果
、
医
学
校
の
実
態
の
一
部
が
か
な
り
解
明
さ
れ
た
。
明
治
初
期
の
医
学
校
と
し
て
は
特
殊
な
例
で
あ
る

と
考
え
る
。

エ
リ
ド
リ
ッ
ジ
解
任
後
も
鼎
吾
は
一

の
か
続
け
ら
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

れ
が
不
可
能
と
な
り
彼
が
退
学
願
を
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

エ
リ
ド
リ
ッ
ジ
解
任
後
も
鼎
吾
は
函
館
病
院
に
い
て
種
痘
巡
回
を
行
っ
た
。
肩
書
き
が
修
業
生
と
な
っ
て
い
る
の
で
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
た

（
５
）

（
２
）

（
３
）

（
４
） 文

献

（
１
）
藤
田
文
子
「
北
海
道
を
開
拓
し
た
ア
メ
リ
カ
人
」
二
頁
、
二
三
頁
、
三
六
頁
、
四
六
頁
、
四
八
頁
、
新
潮
選
害
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）

鼎
吾
の
修
業
証
書
は
明
治
十
九
年
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
も
函
館
医
学
校
の
在
り
方
解
明
の
資
料
と
考
え
た
い
。

な
お
資
料
と
な
っ
た
講
義
記
録
そ
の
も
の
は
い
つ
で
も
公
開
す
る
用
意
が
あ
る
。

十
、
結

阿
部
龍
夫
「
函
館
市
医
学
史
』
一
二
二
’
一
二
五
頁
、
函
館
中
央
病
院
刊
行
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
二
年

阿
部
龍
夫
「
函
館
の
医
事
と
医
人
」
、
二
九
頁
、
無
風
帯
社
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年

鈴
木
要
吉
「
登
籍
人
名
小
記
、
蘭
学
全
盛
時
代
と
蘭
陦
の
生
涯
」
（
田
崎
哲
郎
篇
『
在
村
珊
学
の
展
開
、
下
野
に
お
け
る
蘭
学
の
系
譜
ｌ
菊
池

卓
」
）
一
九
八
頁
、
思
文
閣
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
よ
り
引
用
し
た
。

武
内
博
編
著
「
来
日
西
洋
人
名
事
典
」
六
○
頁
、
Ⅱ
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
刊
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
、
名
古
屋
大
学
心
理
学
科
小
島

卓
」
）
一
九
八
頁
、
思
女

武
内
博
編
著
「
来
日
西
》

秀
夫
氏
の
調
査
に
よ
る
。

年
七
月

華
祁
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（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

（
Ⅲ
）

（
Ｅ
）

（
過
）

（
Ｍ
）

（
鴫
）

（
略
）

（
Ⅳ
）

（
魁
）

（
四
）

（
別
）

（
別
）

（
犯
）

（
６
）

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
｜
石
崎
日

本
多
公
敏
「
報
知
新
聞
‐

八
三
頁
よ
り
引
用
し
た
。

大
西
泰
久
編
著
六
角
柾
那
・
商
雄
訳
「
御
雇
医
帥
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
手
紙
ｌ
開
拓
使
外
科
医
長
の
生
涯
」
、
一
三
頁
、
二
九
頁
、
三
二
頁
、

や
ま
書
房
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
四
月

石
崎
鼎
吾
「
講
義
ノ
ー
ト
・
医
学
政
事
科
」
一
八
七
三
（
明
治
六
年
）
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
函
館
医
学
校
生
徒
名
簿
」
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
九
月
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
自
筆
履
歴
書
」
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
十
月
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
種
痘
巡
回
日
誌
」
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
三
月
’
五
月
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
退
学
願
」
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
八
月
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
ノ
ー
ト
・
舎
密
学
」
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
ノ
ー
ト
・
生
理
、
日
講
記
聞
二
」
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
ノ
ー
ト
・
生
理
学
、
日
講
記
聞
第
三
」
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
ノ
ー
ト
・
日
講
記
聞
巻
之
一
、
沿
療
実
験
」
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
（
？
不
明
）
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
ノ
ー
ト
・
眼
科
学
、
日
講
記
聞
」
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
（
？
不
明
）
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
ノ
ー
ト
・
薬
剤
学
」
一
八
七
四
か
否
か
不
明
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
ノ
ー
ト
・
治
療
学
、
日
講
記
聞
、
第
二
」
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

石
崎
鼎
吾
「
智
蕊
」
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

米
国
依
児
度
列
智
著
、
皇
国
本
多
公
敏
訳
『
近
世
医
説
」
三
巻
、
開
拓
使
蔵
版
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
「
石
崎
鼎
吾
の
修
行
証
明
書
」
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
三
月
、
石
崎
達
蔵
書
よ
り

本
多
公
敏
「
報
知
新
聞
」
明
治
六
年
八
月
十
六
日
号
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
紹
介
記
事
、
大
西
泰
久
編
著
『
御
雇
医
師
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
手
紙
」

（
栃
木
県
）

み
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ADocumentallnvestigationofHakodateMedicalSchool

fromRecordsofaStudent

bvTatsushilSHIZAKI

AtHakodateNationalGeneralHospital,amedicalcourse(HakodateMedicalSchool)existedfrom

1872tol874withGovernmentalsupport,whichwasguidedandlecturedbyDr.StuartErdridgefrom

Philadelphia.

Frommanyrecordsconcemingthiscoursewrittenbyastudentwhoattendedduringthisperiod,real

featuresofthiscoursewereclarified.Dr.S.ErdridgegavelecturesinEnglishaboutthefundamentalas

wellasclinicalaspectsofmedicine,includingsurgery,andgaveguidanceonclinicalpractiseand

treatments.TheselecturesweretranslatedintoJapanesesimultaneouslybyaninterpreterforthe

convenienceofstudentswritinginJapaneseintheirnotebooks.

Hislectureswereonahighlevelforthattime,solatertheywerepublishedin3volumesbythe

govemment(Kaitakushi).Thenineofthose20studentswhoweresupportedbygovernmentexpense

wereobligatedtodomedicalservicesillHokkaidofor5yearsafterward.

Attheendofthecourse,studentswhotookthecoursewereengagedfor50daysinmedicalservice

whichincludedaroundtripforvaccinationofsmallpoxtochildrenlivingneartheHakodateareaand

2558childrenwerevaccinated.

Fromthediaryofthistrip,thescheduleandmodeofvaccinationatthattimewereclarified.

一
○
｝
一

〆
Ｏ
Ｌ
ト
Ｌ
、

め
ぬ
【



Thestudentwhowrotethisdiaryhadtoretirefromthiscourseatthelastperiod,duetothedeath

ofhisfatherandfamilialduties.However,thecertificateformedicaloccupationwasissuedtohimby

Dr．S.Erdridgeinl8861orgovernmentalnecessity.
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